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Ⅰ　遺跡の立地と環境
　江川南遺跡は福岡江川の谷頭部から、約 300 ～ 500 ｍ程下った右岸に位置している。遺跡の標高は 20 ～
21m で、現谷底との比高差は 1 ～ 2 ｍを測る。福岡江川北側の左岸は急傾斜を成すが、本遺跡をのせる
南側右岸の台地は緩やかに傾斜する。
　遺跡の中央部を南北に川越街道がはしり、川越街道から東に県道東大久保・大井線が延びる。東武東上
線上福岡駅から約 1km のため、昭和 40 年代から急激な開発による市街化がなされ現在に至っている。
　周辺の遺跡は、福岡江川の対岸に亀居遺跡と鶴ケ舞遺跡が位置し、東側に江川東遺跡が隣接する。
　本遺跡は、当初は地蔵院遺跡と江川南遺跡であったが、平成 5 年に遺跡の変更増補を行い統一した。ま
た平成 9 年には亀久保堀遺跡と江川南遺跡に分ける変更増補を行った。
　本遺跡では旧石器時代の石器集中・礫群、縄文時代中期の住居跡・土坑など、古代～中世の堀跡、地蔵
院に関わる近世の遺構群で、時期は多岐にわたる。2023 年 4 月現在 29 地点で調査を行っている。

Ⅱ　江川南遺跡第 29 地点
（１）調査の概要
　調査は分譲住宅建設に伴うもので、原因者より 2022 年 9 月 2 日付けで「埋蔵文化財事前協議書」がふ

第 26 図　江川南遺跡の地形と調査区（1/4,000）
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第 16 表　江川南遺跡調査一覧表
地区
地点

所在地
調査期間                                          

（   ）は試掘調査
開発面積
（㎡）

調査面積
（試掘）

調査原因 確認された遺構と遺物 備考 所収報告書

1 亀久保 121-1 1977.8.30 ～ 9.30 64 町史編纂事業 縄文時代住居跡 1、ピット、縄文土器 等 大史 7

2 東久保 1-120-3
(1990.5.28 ～ 31)　
1990.6.1 ～

580 共同住宅 堀跡、礫群、縄文土器 等 東部Ⅺ

3 鶴ヶ舞 1-110-5 (1991.3.25) 646 資材置場 遺構遺物なし
鶴ケ舞 3 地点と
して報告

町内Ⅰ

4 亀久保 192 (1995.8.28 ～ 9.21) 825 庫裏建設
縄文時代住居跡 1、土坑、井戸、焼土、縄
文土器 等

町内Ⅴ

5
東久保 1-194・195
の一部

(1996.8.5 ～ 8)　　
1996.8.20 ～ 29

2,092 店舗 ピット、溝、縄文土器 等
町内Ⅵ、
大調 14

6
亀久保 (1985.10.17 ～ 11.8) 837 町史編纂 竪穴遺構、土坑、溝、池状遺構、磁器 等 旧地蔵院 1 地点 町内Ⅴ

亀久保 3-193 (2003.4.16 ～ 24) 929 (10) 店舗 縄文時代住居跡 1、縄文土器 等
町内Ⅻ、
市内 2

7 亀久保 196-1 他
1996.11.19 ～
　　　　1997.2.13

1,322 1,020 区画整理道路 落とし穴、ピット、堀跡、溝、縄文土器 等 大調 14

8 東久保 7 街区 1 画地 (1997.10.13 ～ 15) 50 墓地移転 落とし穴、ピット、かわらけ 町内Ⅶ

9
東久保 1 街区 2･3 画
地

(1998.10.6 ～ 9) 875 (875) 共同住宅 遺構遺物なし 町内Ⅷ

10
東久保 2 街区 9･10
画地

(1999.5.24 ～ 26) 133 (18) 個人住宅 遺構遺物なし 町内Ⅸ

11 東久保 1-122-2・4
(1999.9.20 ～ 27) 
1999.9.28 ～ 10.15

465 (150) 共同住宅
土坑、堀跡、溝、礫群、石器集中、石器 
等

大調 16、
町内Ⅸ

12 東久保 2 街区 4･5 画地 (1999.10.26 ～ 28) 104 (14) 個人住宅 遺構なし、縄文土器 町内Ⅸ

13 東久保 3 街区 21 画地
(2000.6.7)　　　                     
2000.6.8 ～ 21

123 55 個人住宅 集石土坑、土坑、縄文土器 町内Ⅹ

14 東久保 1 街区 1 画地
(2000.7.5 ～ 10) 
2000.7.10 ～ 18

461 237 店舗 土坑、ピット、溝、柵列、縄文土器 等 町内Ⅹ

15 東久保 2 街区 1 画地
(2000.12.8 ～ 26) 
2001.1.10 ～ 19

2,375 1,050 共同住宅 土坑、ピット、堀跡、溝、柵列、縄文土器 等
町内Ⅹ、
大調 14

16 東久保 1 街区 (2002.9.24 ～ 10.4) 3,752 (326) 給油所 遺構遺物なし 町内Ⅻ

17
東久保 196-1(1 街区
20・22・23 画地 )

(2002.10.29 ～ 11.11) 474 (138) 土地区画整理 ピット、堀跡、溝、縄文土器 等 町内Ⅻ

18 東久保 285-51・52 他 (2003.7.11 ～ 16) 240 (56) 共同住宅 遺構遺物なし 町内Ⅻ

19 東久保 1-185-1
(2003.9.18 ～ 10.8) 
2003.10.10 ～ 11.14

1,129 (300) 店舗
掘立柱建物跡 1、土坑、ピット、堀跡、溝、
礫群、炉穴、石器 等

町内Ⅻ、
大調 20

20 東久保 1-183-5
(2005.8.1 ～ 12)　　
2005.8.18 ～ 9.10

951 300 分譲住宅
縄文時代住居跡 2、集石土坑、土坑、ピッ
ト、溝、縄文土器 等　　

大調 18、
市内 2

21 東久保 1-29-1 (2006.10.11) 99 (24) 個人住宅 遺構遺物なし 市内 3

22 東久保 132-11
(2006.10.11 ～ 11.6)
2006.11.7 ～ 9

208 90 分譲住宅 礫群、石器 市内 3

23 東久保 1-121-1
(2007.1.24 ～ 2.1) 
2007.2.19 ～ 3.16

1,011 610 分譲住宅
縄文時代住居跡 2、集石土坑、土坑、ピッ
ト、溝、礫群、縄文土器 等

市内 3

24 東久保 1-122-5
(2009.12.4 ～ 10) 
2009.12.14 ～ 28

178
(51)

66
分譲住宅

礫群、石器集中、集石土坑、堀跡、縄文土
器 等

市内 7・8

25 東久保 1-183-8・13 (2012.7.4) 252.88 (50) 分譲住宅 溝、縄文土器 市内 15
26 東久保 1-183-14 (2013.9.24 ～ 26) 99.2 (22.5) 分譲住宅 遺構遺物なし 市内 18
27 東久保 1-123-1・2 (2016.7.19・20) 380.19 (62.35) 共同住宅 遺構なし、縄文土器 市内 24
28 ふじみ野 2-1-8・9 (2019.3.18・19) 436.17 (76.89) 建物解体 遺構遺物なし 市内 25

29 東久保 1-182-7 (2022.9.12~16) 496 (106.26) 分譲住宅
落とし穴、土坑、溝、焙烙、銭、陶磁器 
等

市内 28
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第 27 図　江川南遺跡第 29 地点遺構配置図（1/300）、土層（1/150）

じみ野市教育委員会に提出された。申請地は遺跡範囲の東部に位置する。申請者と協議の結果、遺構の存
在を確認するため 2022 年 9 月 12 ～ 16 日に試掘調査を実施した。
　試掘調査は幅約 1 ～ 1.7m のトレンチを 6 本設定し、重機による表土除去後に人力による表面精査を行っ
た。現地表面から地山ローム層までの深さは約 90 ～ 120 ㎝である。
　調査の結果、落とし穴 1 基、土坑 1 基、溝 1 条を検出したが、保護層の確保が可能なため工事立会の措
置とした。その後、旧石器時代の遺構と遺物を確認するため、攪乱等の影響のない箇所に 1m 四方の小ト
レンチを設定した。調査の結果、旧石器時代の遺構・遺物は確認されなかった。写真撮影・全測図作成等
記録保存を行ったうえで埋戻し、調査を終了した。

（２）遺構と遺物
①落とし穴　
　調査区北東側で検出したが、落とし穴の南側がトレンチの範囲外であったため未調査である。形状は薬
研形を呈していると思われる。確認面の規模は、長さ（160）㎝、幅 58 ㎝、深さ 34.9 ㎝を測る。
②土坑
　調査区中央西寄りで検出した。円形を呈しており、確認面の規模は上幅 38 × 32 ㎝、下幅 13 × 6 ㎝、
深さ 10.1 ㎝を測る。覆土中に複数の礫が凝集するように含まれていた。
③溝
　調査区北側で検出した。幅約 1.5m で N-6° -E を指向する。溝の断面形態は U 字形、確認面の規模は上
幅 94 ㎝、下幅 56 ㎝、深さ 53cm を測る。
④出土遺物
　遺物は 11 点出土した。詳細は第 28・29 図、及び第 17 表に掲載した。
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第 28 図　江川南遺跡第 29 地点落とし穴・土坑・溝（1/60）、出土遺物①（1/4）
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第 29 図　江川南遺跡第 29 地点出土遺物②（1/4・1/1）

第 17 表　江川南遺跡第 29 地点出土遺物観察表（単位 cm・g）

図版番号 出土遺構 種別・器種
口径・
長さ

底径・
幅

高さ・
厚さ

重量 技法・文様・備考
時期・
型式

1

土坑

縄文 / 胴部片 － － － － 外面指頭押さえ指ナデ、内面指ナデ 縄文前期

2 焙烙 － － (0.8) － 底部、外面ちりめんじわ、内面煤付着
17 中葉
～ 18C

3 砥石 5.2 3.6 2.7 67.17 一部欠損、細粒砂岩 19C 以降

4 打製石斧 13.5 9.2 4.7 733.72 完形、大型幅広の石器、砂岩 縄文時代

5 打製石斧 10.2 5.0 2.7 144.42 下部一部欠損、全体に打痕、砂岩 縄文時代

6

遺構外

灯明皿 － 4.6 (1.3) －
底部を露胎としてそれ以外に鉄釉がかか
る、見込み三足ハマ痕のひとつが残る、
瀬戸・美濃系

18C 以降

7 磁器 / 端反形 － － (3.2) －
染付、小片のため口径は不詳だが中～大
碗と思われる、肥前系

18 ～ 19C

8 土製品 － 21.7 20.2 －

土師質の製品で残存する破片からの復元
である、平底の底部から僅かにふくらみ
を持って立ちあがり遺存破片の上端で内
湾して肩部となる、窓部の破片は確認さ
れていないが法量的に「手あぶり」「火
もらい」となる可能性があるか

江戸後期か

9 銅貨 / 寛永通宝 3.04 新寛永、一文銭 18C

10 椀形滓 6.0 7.5 2.5 107.6 不明

11 磨石 / たたき石 (6.1) (7.1) 4.3 260.44 一部残存、凝灰岩 縄文時代



写真図版江川南遺跡第 29 地点 (1) 147 9

江川南遺跡第 29 地点落とし穴江川南遺跡第 29 地点トレンチ 1

江川南遺跡第 29 地点土坑 江川南遺跡第 29 地点溝



写真図版 江川南遺跡第29地点(2)148 10

江川南遺跡第 29 地点出土遺物

江川南遺跡第 29 地点トレンチ 2 旧石器確認調査 江川南遺跡第 29 地点調査風景
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所収遺跡
地点名

所 在 地 市町村コード 北緯 調査開始 調査面積 調査原因
遺跡コード 東経 調査終了 ㎡ 調査担当者

種別 / 主な時代 / 主な遺構 / 主な遺物
特記事項

北野遺跡 
第 57 地点

埼玉県ふじみ野市大原二丁目
2045-32

112453 35˚52’ 45” 20220411 8.8 分譲住宅
25-002 139˚30’ 52” 20220411 岡崎裕子

散布地 / 時期不明 / 溝 1 条 / 遺物なし
確認された遺構は、当地域の土地利用を知る上で貴重である。

北野遺跡 
第 61 地点

埼玉県ふじみ野市北野 二丁目
2114-1

112453 35˚52’ 47” 20230807 73.7 分譲住宅
25-002 139˚30’ 47” 20230907 岡崎裕子

散布地 / 時期不明 / 堀跡１本 / 遺物なし
確認された遺構は、当地域の土地利用を知る上で貴重である。

ハケ遺跡 
第 33 地点

埼玉県ふじみ野市福岡三丁目
2061-1

112453  35˚53’ 05” 20230110 621 確認調査
25-005 139˚31’ 23” 20230210 岡崎裕子

集落跡 / 時期不明 / 池 / 甕・石造物・縄文土器・陶磁器
福岡河岸の回漕問屋である旧江戸屋の庭園にあった池の範囲を確認した。

権現山遺跡 
第 30 地点

埼玉県ふじみ野市滝一丁目 5 112453  35˚52’ 49” 20230306 30 自然崩落
25-007 139˚31’ 39” 20230330 岡崎裕子

集落跡 / 時期不明 / 地下式坑 1 基 / 縄文土器・須恵器
権現山遺跡ではこれまで見つかっていなかった地下式坑を確認した。

滝遺跡 
第 42 地点

埼玉県ふじみ野市滝一丁目
1-9

112453  35˚52’ 43” 20221107 33.4 分譲住宅
25-008 139˚31’ 35” 20221108 岡崎裕子

集落跡 / 古代 / 土坑・ピット・井戸 / 土師器・須恵器
確認された遺構及び遺物は、当地域の集落形成とその範囲を知る上で貴重である。

長宮遺跡 
第 62 地点

埼玉県ふじみ野市長宮二丁目
1-21

112453  35˚52’ 38” 20221129 111.3 分譲住宅
25-009 139˚31’ 43” 20230130 岡崎裕子

集落跡 / 時期不明 / 土坑・ピット・溝・井戸 / 土師器・須恵器・陶磁器・板碑片
確認された遺構及び遺物は、当地域の集落形成及び土地利用を知る上で貴重である。

松山遺跡
第 114 地点

埼玉県ふじみ野市築地三丁目
1-30・64・65・68

112453  35˚52’ 22” 20221012 45.6 分譲住宅
25-010 139˚31’ 46” 20221014 岡崎裕子

集落跡 / 時期不明 / 古代住居跡 1 軒 / 須恵器・土師器・土錘・鉄製品
確認された住居跡は、当地域の集落形成とその範囲を知る上で貴重である。

松山遺跡
第 115 地点

埼玉県ふじみ野市仲二丁目 2-
25

112453  35˚52’ 22” 20221223
24.3

個人住宅
25-010 139˚31’ 55” 20221223 岡崎裕子

集落跡 / 時期不明 / 堀跡 1 本 / 遺物なし
確認された堀跡は、当地域の土地利用を知る上で貴重である。

江川南遺跡 
第 29 地点

埼玉県ふじみ野市東久保一丁
目 182-7

112453  35˚51’ 47” 20220912 16.26 分譲住宅
30-007 139˚30’ 42” 20220916 岡崎裕子

集落跡 / 時期不明 / 集石土坑 1 基・落とし穴 1 基・溝 1 条 / 焙烙・銭・陶磁器
確認された遺構及び遺物は、当地域の土地利用を知る上で貴重である。

駒林遺跡 
第 47 地点

埼玉県ふじみ野市駒林元町一
丁目 4-9

112453  35˚51’ 59” 20231016 69.4 宅地造成
25-013 139˚31’ 39” 20231122 岡崎裕子

堀跡 / 時期不明 / 堀跡 1 本 / 遺物なし
確認された遺構は、当地域の土地利用を考える上で貴重である。

駒林遺跡 
第 48 地点

埼玉県ふじみ野市新駒林二丁
目 315

112453  35˚52’ 04” 20231211 303.78 分譲住宅
25-013 139˚31’ 32” 20240207 岡崎裕子

堀跡 / 時期不明 / 井戸 1 基 / 甕
確認された遺構は、当地域の土地利用を考える上で貴重である。


